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L S T R 感染根管治療ではまず無菌化を図る．つま

り疾病の原因が細菌性であり「病巣殺菌が是非必要
である」という診断の下，3 M i x - M P を使用するのだ
が，その効果をもっとも如実に実感出来る治療とし
て．痛みを伴う急性の症例で，炎症を長引かせず早
急に，かつその治療に痛みを伴わない方法（切開，
抜歯等無）で治療する事が可能な唯一の方法である．
しかし効果を発揮させるには約束事項と．治療手順

（テキスト等参）を厳守する事は当然ながら，単に
3 M i x －M P を貼薬するという考えではデリバリー効果
が充分に発揮されず，早期の効果が出にくい場合が
ある．そこでデリバリーを担う図1 M P をより浸透
させやすくする為の貼薬若座の商洞形成として，根

管口から深さ2 m m ，直径1 m m で嵩洞を形成しその部
位を1 2 ％E D T A ＋超音波洗浄十1 0 ％次亜塩素酸十超
音波洗浄で処理を行う事で浸透しやすい環境を盤え，
3 M i x - M P を圧接，密接させる事で浸透させるスピー

ドを更に向上させ早期に病巣まで到達することが出
来るようになる．実験として図2 故意に3 M i x －M P
蒜座貼薬後圧接せず，仮封材の圧を逃がすよう，綿
球をその上に置きキャビトンで仮封．図3 は貼薬藩
座に3 M i x - M P をしっかりと象牙細符，根充剤等に圧
接させてキヤビトン仮封. 、結果を図4 に示す．写5 上

圧接無症例一残根状態でフイステル形成，、発痛一

動揺一打診揃十．3 M i x －M P を圧接無しキャビトンで
仮封．2 週間フイステル消失せず写5 下圧接無症
例2 ：歯肉腫脹．’' 1 発揃一打診痛十．3 M i x - M P 圧接
無し，キャビトン仮封．、2 週間後もフイステル消失
せず．写6 上圧接症例1 ；歯肉腫脹，岐合捕十自発

痛一．3 M i x - M P を旺接，キャビトン仮封. しましたと
ころ4 1 . 1 1 1 フイステル消失，打診捕一写6 下圧接症

例2 ；歯肉が腫脹u ' 1 発揃十岐合揃十．補綴物除去
後3 M i x －M P を圧接，キヤビトン仮封．、3 1 1 1 1 腫脹の
消失傾向を認め，r 1 発痛－打診痛が若干残った．1 週
間後脈脹は面影程度になり，打診揃一，治療開始後
l O I I I I 全ての症状が完全消失．時によって症状の

軽減を兇ない場合，図7 好結果を得る必要十分条件
を兄1 1 1〔し，それもクリア出来ている場合は，図1のl I l I i
薬位慨の再確認と圧接，密接をもう一度意識して行
うことで解決できる場合もあると今' ' ' 1 の結果より示

唆される．但しS a v e P u l p 旅法時に使川する場合，
効かせたい部位が歯髄なので強く雌接すると刺激を
』j , えてしまうので薬を広げる程度と考える．
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り2 m m

ニートバーにて貼薬蒜座形成

、P

1 2 ％E m A 処理液A を6 0 秒間作用

超音波ｽ ケーラー3 0 s + 3 0 s
1 0 ％次亜鉛素酸ナトリウム6 0 s
超音波スケーラー3 0 s + 3 0 s

圧 接しない症例

C A V I T O N

綿球 ( キャビトンの圧が直接力 ､ からないように）

i x － M P － 圧接しない状態

圧接症例

C A VI T O N

M i x - M P を圧接
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圧接しなかった症例は1 0 例中

6 例が7 日後も不変
圧接した症例は1 0 例中
7 例が翌日に消失
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その後圧接, 5 日以内に消失
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圧接無症例1
2 週間後・- 4巳
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圧接なし

圧接

自覚症状消失

5 日目～7 日目で取れない
例もあり

翌日～3 日目

他覚症状消失

5 日目～消失しない例あり

翌日～5 日目
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3 M i x －M P を正しい位置にしっかり圧接，密接させたかどうか．

; & 一一一一= 画室
圧接症例峰一

治療開始後1 0 日霊
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1 ：薬の新鮮さ, 配合比率．
2 ：保管容器の密閉度､ 除湿剤の状態。
3 ：冷蔵庫の温度, 湿度．
4 ：薬の硬さ, 必要濫．
5 ：作業時間. 唾液､ 光など．
6 ：既存の補綴物, 充填物の除去．
7 ：正しい前処理の術式. 充分な乾燥．
8 ：正しい仮封・材による, 正確な仮封．
9 ：I 茂合状態．

＃
~壷夢4

。§つ．・叱裳;ャ
■

写 6

3 M i x －M P の詳細チェック項目’ ’


